平成２１年度徳島県国民健康保険団体連合会事業計画

１　基本方針

　国保事業は、急速な少子高齢化の進展、経済の低迷、国民生活や意識の変化など、医療を取り巻く環境は大きく変化してきており、国保の財政運営は、極めて厳しい状況にあります。
　国においては、持続可能な社会保険制度をめざし、平成１２年の介護保険制度施行をはじめ、昨年には医療保険制度改革の主要部分である後期高齢者医療制度や特定健診・特定保健指導が指導し、医療保険制度は新しい局面を迎えたところです。こうした改革は、国民皆保険を維持する上で必要なものであります。

こうした中で、徳島県においても、医療保険及び介護保険の両制度を将来にわたって安心したものとするため、生活習慣病の予防を中心とした保健事業、介護予防事業について取り組み、継続的に事業展開していくことが必要となっています。
　本会においても、診療報酬の審査支払、保険者の共同目的達成など、従来からの基本的な役割に加え、介護保険、障害者自立支援給付支払、また昨年より、後期高齢者医療受託業務、特定健診・特定保健指導の円滑な運営に向けた事業が始まりました。また、医療保険事務全体の効率化を図るためレセプトオンライン請求などＩＴ化を推進することも求められており、今後とも、保険者の事業安定に資する諸施策を支援し、事業の健全な運営に努めます。

　以上、本会設立趣旨に則り、保険者の協力と連携のもとに、国保事業の一層の推進に努めるものとする。

２　重点目標

（１）国保連合会事業の充実強化

（２）医療費適正化対策の推進

（３）保健・医療・福祉対策の推進

（４）国保制度改善強化及び財政安定化対策の推進

（５）新国保３パーセント推進運動の推進

